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獅 子 と 父  

マ ラ ソ ン 大 会 

 ３日（水）に、マラソン大会を行いました。マラソン大会当日までの厳

しい寒さもいくらか和らぎ、女子は本校玄関前から根獅子分岐先３５０ｍ

地点の間を往復で５ｋｍ、男子は本校玄関前から根獅子山口商店先５０ｍ

地点の間を往復で１０ｋｍ走りました。経路の途中では、根獅子小学校の

児童の皆さんや地域の方々からあたたかい声援をいただき、生徒にとって

力強い励ましになったことと思います。近隣の皆さま、ご協力・ご応援あ

りがとうございました。また、マラソン大会終了後はＰＴＡ・母の会の皆

さまがカレーライスをご用意してくださっていました。疲れた身体を元気

にしてくれる、おいしいカレーライスに生徒も大喜びの様子でした。母の

会の皆さま、前日からの準備ありがとうございました。 

               校長 久家 彰夫 

 １９７３年１０月２３日火曜日、授業中に突然職

員室に呼ばれて、父が交通事故にあって病院に運ば

れたことを伝えられました。妹と病院に着いたとき

はすでにけがの手当は終わっていたようでしたが、

頭にも包帯がまかれて意識はなく、今日明日が峠だ

と言われました。高校３年の秋でした。 

 父は獅子小学校の校長として３年目でした。春日

の棚田を臨む場所に消防団の施設がありますが、当

時は獅子小学校の春日分校があり、週に何回か訪問

するために原付の免許を取ったのです。それから

時々原付で平戸の自宅にも帰って来るようになりま

した。 

 この朝も自宅から出かけ、獅子の町に下り始める

カーブで上ってきたダンプと衝突したのです。今と

違って砂利ばかりの道路は車のわだちの部分しか原

付の走れる場所はなく、よけきれなかったのでしょ

う。   

病院で５３歳を迎え、１１月１８日、母のつきっきり

の看護もかいなく亡くなりました。その前日、父は一

度だけ意識が戻ったのです。入試が近い私に「頑張ら

んばたい」と声をかけてくれ、私たち兄妹はほっとし

て家に帰ったのでした。 

 中部の会合で、父のことを覚えているという方に何

人かお会いしました。生徒だったという方、学校代表

で平戸の葬儀に出席したという方、やさしい先生だっ

たと話して頂いた方。４０年の時を超えて父を感じる

ことができ、人の記憶が温かく思えました。 

 平高に来て間もないころ、数年ぶりに事故現場や小

学校を訪ねました。現場近くには根獅子からの交差点

ができ、学校は６年前に閉校して消防団の施設になっ

ています。分けて頂いた閉校記念誌にも事故の記載が

あり、当日の様子を改めて知ることができました。 

 獅子小学校最後の卒業生は５名。その中の２名が平

高にいて今春卒業します。私にとって最後の卒業生で

あることに、不思議なご縁を感じています。 

平成２８年３月１日（火） 開式 午前１０時（本校体育館） 

卒業生の保護者の皆さま、ぜひご臨席ください。 



総合学科発表会 

 １０日（水）、ふれあいセンターにて「第１０回総合学科発表会」を行いました。各学年、この一年間で学

習・体験したことをパワーポイントを使って分かりやすく整理しており、集大成にふさわしい堂々とした発表

でした。 

 その中でも３年生の「進路実現」の発表は、さまざまな進路に関して試験内容や対策などの詳しい説明と後

輩へのアドバイスが含まれており、１・２年生にとって進路について考える大変有意義な発表会になったこと

でしょう。 

 
３月の主な行事 

１日 （火） 第４１回卒業式 

8日 （火） 高校入試（～９日） 

16日 （水） 合格発表 

18日 （金） 合格者登校日 

24日 （木） 第３学期終業式 離・退任式 

25日 （金） 春季休業（～４／７） 

 

〈ステージの部〉 

○１年生 産業社会と人間 

       （系列選択・職場訪問・上級学校訪問） 

○２年生 総合的な学習の時間（職場体験・修学旅行） 

○３年生 総合的な学習の時間（進路実現） 

○情報ビジネス系列   電卓計算・ワード入力実演 

○福祉生活系列     福祉体験 

 

〈展示の部〉 

○各学年 同上 

○書道選択者 書道展 

〈生徒の感想より〉 

・情報の発表は、パワーポイントの準備が大変でした。練習の時は、話し手とタイミングがずれたりしてしてたけど、本番は上

手く発表できてよかったです。 

・終わった瞬間に本当にホッとしました。見ている人が分かりやすいようにすることは大変なことだと思いました。 

 

ドーム君、さようなら。 

 ２９日（月）、１０ヶ月間の留学

期間を終了し、タイへ帰国すること

となるドーム君（愛称）の送別会を

行いました。 

 ドーム君は大変努力家で、片言

だった日本語も流 暢
りゅうちょう

に喋れるよう

になり、吹奏楽部ではアルトサック

スを吹きこなすまでに成長していま

した。これからの活躍に期待してい

ます。タイでも元気に過ごしてくだ

さいね。 

発 表 内 容 


